
長崎工業高等学校野球部OB会総会 
日時:平成26年4月26日(土曜日)午後5時〜6時(懇親会6時〜8時) 
場所:ホテルニュータンダ 

総会次第 
1、 開 会 事務局(三浦)��� 
2、 議長選出 
���3、 挨 拶 藤川OB会会長  
���4、 議 題 
���(1)平成25年度活動報告 (OB 会会長)��� 
(2)平成25年度収支決算・監査について(小宮会計員、木島監査員) 
���(3)規約の一部改正について (OB 会会長) 
���(4)平成26年度計画について(OB 会会長) 
���(5)新役員挨拶(中西さん、時田さん、森さん、今村さん、古澤さん、成清さん、三浦さん、北
村さん)��� 
(6)OB コーチによる長工野球部の現状報告(岡本、早川) 
(7)その他(質疑・応答) 5、 議長解任���6、 閉会 事務局 

懇親会次第 

開 会:司会:岡本(S47)��� 
挨 拶:藤川 OB 会会長(S48)��� 
乾 杯:八重石副会長(S49)  
懇親会:挨拶(随時、あんなことあったでしょう。なるべく短くお願いします)��� 
歴代 OB 会長(S23 平澤さん(大村会)、S39 森さん(家野町校舎)��� 
大先輩グループ(S24 高瀬さん,S33 中西さん、S35 田島さん、S37 時田さん、S40 川崎さん)��� 
県外から参加組(S39 山下さん、S41 阿部さん、S43 高比良さん、S45 長浜さん、S46田中さ
ん、S48吉井さん)��� 
家野町校舎(S41 金丸さん, S42 古澤さん、S43 中山さん、S44 吉田さん、S46 浦さん  
岩屋校舎(S24 浜口さん,S49 岩崎さん、S51 北村さん、 S56 犬塚さん, S63 田口さん)  
平成生まれ(H3 五島さん, H15 高倉さん、H22 山岡さん、西村さん)��� 
昨年卒および新卒(H25 浦川さん、マネージャー浅山さん、小川さん、H26 陣川さん 針崎さ
ん 、荒木さん、坂本さん )��� 
その他、我と思わん方,時間の許す限りぜひ一言お願いします) 
���校歌斉唱:全員 ��� 
閉会:中川副会長(S61) 

 
 
 
 



 
 
平成２５年度	
 長崎工業高校野球部 OB会活動報告 
 
平成２５年５月 通常総会開催（セントヒル長崎）参加者３０名弱 
平成２５年５月 練習用硬式ボール１０ダース他 
平成２５年５月 大分遠征	
 補助 30,000円 
平成２５年７月 夏の予選開催バット 2本（激励会参加＿藤川、早川） 
平成２５年１１月 市内高校野球 OB大会参加費 25,000円（参加者森	
 他） 
平成２５年１１月 米 30Kg 
平成２６年３月 米 45Kg 
平成２６年 2月 末永監督、岡本氏	
 宮崎キャンプ視察 20,000円補助 
 役員会開催（年４回） 
 

長崎工業高等学校野球部 OB 会会計報告書	
 
自平成２５年４月 1日至平成２６年３月３１日	
 

	
 

収入の部	
 支出の部	
 

前年繰越金	
 １１,１９１	
 総会費	
 ２２,６００	
 

会費	
 ６５４,０１９	
 スポーツセブン	
 ３９,２１０	
 

剰余金	
 ３,８５０	
 遠征補助	
 ３０,０００	
 

利息	
 ２６	
 生花（北村氏）	
 １５,７５０	
 

	
 	
 バット寄贈他	
 ４９,８５２	
 

	
 	
 OB 戦参加費	
 ２５,０００	
 

	
 	
 飲み物	
 ３,０００	
 

	
 	
 はがき	
 ２０,０００	
 

	
 	
 印刷	
 ７,０００	
 

	
 	
 米３０Kg	
 １１,０５２	
 

	
 	
 宮崎視察補助	
 ２０,０００	
 

	
 	
 米４５Kg	
 １４,０００	
 

	
 	
 Web アップ	
 １０,０００	
 

	
 ６６９,０８６	
 計	
 ２６７,４６４	
 

残金	
 ４０１,６２２	
 	
 	
 

平成２５年度長崎工業高等学校野球部 OB 会会計について、会計検査を実施いたしましたとこ

ろ、いずれも適正に処理されていることを確認しました。	
 

平成２６年３月３１日	
 

監査	
 木島英俊	
 	
 	
 	
 ㊞	
 	
 	
 

	
 

監査	
 山口博光	
 	
 	
 	
 ㊞	
 

	
 



長崎工業高等学校野球部 OB会懇親会出席者名簿および２５年度会費を納めていただいた方 
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記入もれがありましたら訂正します。 
 
昭和 22(1947)年/平澤、高瀬先輩時代の長工野球部  
長崎工、県内で負けなし 秋から九州大会始まる  
・22年から選抜中等学校野球大会と夏の大会も西宮球場から甲子園球場で復活 ・県内では左
腕の本格派山口幹夫、強打者下釜保夫のバッテリーを擁する長崎工が強力だった 
 
・２２年から選抜中等学校野球大会と夏の大会も西宮球場から甲子園球場で復活 
・県内では左腕の本格派山口幹夫、強打者下釜保夫のバッテリーを擁する長崎工が強力だった 
・校内での各科対抗野球大会で選手を選考して野球部をつくった、初出場の２２年春の中地区 
	
 リーグで優勝 
・	
 長崎工は長崎市上野町の校舎（現在の南山高校）が原爆に遭い、大村の旧空軍工員養成所

跡に移る。選手の半分以上は長崎からの汽車通学組。主将だった平澤知二良の話だと『毎

朝５時１４分長崎駅発の一番列車で学校に向かい、他の生徒が登校してくるまでの２時間

余り練習。放課後も日が暮れるまでやるので、長崎に帰り着くのは夜１０時ごろだった』

当時工業学校は長崎と佐世保にしかなく、地方から来る生徒のため寄宿舎がかなり広く、

大会が近くとここを借り受け、長期合宿の形を取った。其の成果が表れた。学校数の関係

から諫早・大村地区の学校は佐世保大会への出場だったが、敵無しの勢い。県大会も圧勝

だった。 
・	
 長崎市内勢は春のリーグで海星が優勝していたが夏の大会は１回戦で長崎商に１−１１の

コールド負けした。佐世保地区は春のトーナメントを佐世保商が制していたが夏は不振長

崎工だけが夏も活躍した。 
・	
 夏、長崎工は香椎球場での北九州大会に出場。１回戦福岡工と対戦、１、３回に各１点を

奪われ中盤までは１−２の劣勢だったが、７回に逆転。８回には平澤、山口の連続二塁打で

だめ押しの１点を加え逆転勝ちして準決勝に進出した。	
 	
  
・	
 この勝利に福岡在住の先輩達は大喜び。差し入れの食料品をどっと宿舎に届けた。これに

は有り難かったが、  
   いつもひもじい思いをしている選手たち。ついハメをはずして食べ過ぎ、翌日は主力選手	
 	
  
	
 	
 のほとんどが腹痛をおこし、実力を出し出し切れない。２回に２点を先取したが佐賀の竜	
 	
  
	
 	
 谷に逆転され甲子園（第 29回中等学校野球大会）へ行けなかった。 

 



春季中学大会	
 

諫早・大村地区（リーグ戦） 
長崎工１０—０諫早商 
長崎工	
 ２—１諫早 
第２９回全国大会	
 

佐世保大会	
  
１回戦	
 長崎工６—１佐世保 
２回戦	
 長崎工１１—０佐世保商 
県大会	
  
準決勝	
 長崎工９—１諫早 
決勝	
 	
  
長	
 崎	
 工	
 ２	
 ０	
 ３	
 １	
 ０	
 １	
 ０	
 ０	
 ０	
 ７	
 

東	
 	
 和	
 ０	
 ０	
 ０	
 ２	
 0	
 １	
 ０	
 ０	
 ０	
 ３	
 

（長工）山口—下釜	
 

（東和）藤本−山北	
 

北九州大会 
１回戦	
 長崎工４—２福岡工 
準決勝 
竜	
 	
 谷	
 ０	
 ０	
 １	
 ２	
 １	
 ０	
 ０	
 １	
 ０	
 ５	
 

長	
 崎	
 工	
 ０	
 ２	
 ０	
 ０	
 0	
 ０	
 ０	
 ０	
 ０	
 ２	
 

（竜谷）副島−帯刀	
 

（長工）山口—下釜	
 

	
 

秋季中学校大会	
 

諫早・大村地区（リーグ戦）	
 

長崎工４—２諫早商 
 
第１回九州中学大会（１９４７年昭和２２年）	
 

この年秋九州中等学校野球大会が始まる。鹿児島で開催。夏に引き続き県大会を制した長崎工

が張り切って望んだが、地元鹿児島に０−５の完敗。左腕山口は１３三振を奪ったが、上位打

線に打たれ、味方の援護もなかった。	
 

県大会	
 

猶興館中学（平戸）諫早中学（諫早）長崎工業（長崎）の３校のリーグ戦	
 

長崎工が代表	
 

鹿	
 児	
 島	
 1	
 ０	
 0	
 ０	
 2	
 １	
 ０	
 ０	
 ０	
 5	
 

長	
 崎	
 工	
 ０	
 ０	
 ０	
 ０	
 0	
 0	
 ０	
 ０	
 ０	
 0	
 

	
 

（遊）森	
 	
 勝	
 	
 	
 	
 ４−１	
 	
 三振	
 ９	
 

（左）山田英敏	
 	
 ４−０	
 	
 四球	
 ２	
 

（二）宮田	
 高	
 	
 ４−０	
 	
 犠打	
 ０	
 

（中）平澤知二良	
 	
 ４−１	
 	
 盗塁	
 ０	
 

（投）山口幹雄	
 	
 ３−０	
 	
 失策	
 ３	
 



（一）高瀬助松	
 	
 ３−０	
 	
 	
 

（捕）下釜保夫	
 	
 ２−０	
 	
 	
 

（右）伊藤博孝	
 	
 ３−０	
 	
 	
 

（三）平山定雄	
 	
 ２−０	
 	
 	
 

（長工）山口—下釜	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 三塁打	
 柳原（鹿）	
 	
 	
 	
 

（佐南）中原−川村	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 二塁打	
 稲富（鹿）平澤	
 (長)	
 

長崎県高校野球５０年誌より抜粋 
 

昭和 23(1948)年/長工野球部 長崎で第2回九州大会 

	
 	
 	
 ・  23 年春、第2回九州高等学校野球大会(学制改革で改称)が4月29日から4日間	
 	
 	
 
の日程で開催された 
・  参加校は選抜出場の小倉、大分を含め10校。長崎県は地元枠で2校。期待されていた
長崎工は県大会で長崎 ���商に1—2で破れる番狂わせ  

  ・  長崎工は山口幹夫、強打者下釜保夫のバッテリーが残っており、前年メンバーのう
ち2人が卒業しただけとあ ���って県代表候補の最右翼だった。県大会準決勝の長崎商戦
で山口が許した安打は1本だけ。16三振を奪った が延長12回挟殺プレーのまずさから三
塁奏者の生還を許し、涙をのんだ。9回に同点にされたもの、牽制悪 送球のためであっ
た。  
���第2回九州大会  
���中地区  
���1回戦 長崎工27−2島原商  
���準決勝 長崎工 5−4諫早  
雨による日程延びと長崎工−諫早野再試合で準決勝で終了したのが県大会の前日のた
め決勝戦はなし  
県大会 ���1回戦 長崎工7−1島原商  
���準決勝 長崎工1—2長崎商 ��� 

長崎県高校野球50年誌より抜粋  



 


